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(57)【要約】
  エアロゾル発生デバイス用の加熱装置が開示される。 
加熱装置（１０）は、導電性材料を含み、エアロゾル形 
成基材が受容され得る開口部（２０）を有する、第１の 
チューブ（１２）と、導電性材料を含み、第１のチュー 
ブに対して半径方向外向きに配置された、第２のチュー 
ブ（１４）と、第１のチューブを第２のチューブから間 
隔をあけて配置するように配置された少なくとも１つの 
電気絶縁体構成要素（１８）と、第１のチューブの外面 
上に設けられたヒータ（２２）であって、第１のチュー 
ブ及び第２のチューブに電気的に接続され、熱伝導によ 
って、受容されたエアロゾル形成基材に熱を提供するよ 
うに構成された、ヒータ（２２）と、を備える。
【選択図】図２

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス 用 の 加 熱 装 置 で あ っ て 、
　 導 電 性 材 料 を 含 み 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 が 受 容 さ れ 得 る 開 口 部 を 有 す る 、 第 １ の チ ュ ー  
ブ と 、
　 導 電 性 材 料 を 含 み 、 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ に 対 し て 半 径 方 向 外 向 き に 配 置 さ れ た 、 第 ２ の  
チ ュ ー ブ と 、
　 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ を 前 記 第 ２ の チ ュ ー ブ か ら 間 隔 を あ け て 配 置 す る よ う に 配 置 さ れ た  
少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 と 、
　 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ の 外 面 上 に 設 け ら れ た ヒ ー タ で あ っ て 、 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 前  
記 第 ２ の チ ュ ー ブ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 熱 伝 導 に よ っ て 前 記 受 容 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 形 成 基  
材 に 熱 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 ヒ ー タ と 、
を 備 え る 、 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ と 前 記 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 に 真 空 が 封 入 さ れ る か 、 又 は 第 １ の チ  
ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 に 絶 縁 材 料 が 設 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ヒ ー タ が 、 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ 上 に 印 刷 又 は コ ー テ ィ ン グ さ れ た 電 気 抵 抗 性 ト ラ ッ  
ク を 備 え る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 前 記 第 ２ の チ ュ ー ブ が 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 ヒ ー タ に 電 力 を 供 給 す  
る こ と が で き る 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 加  
熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ の 内 面 が 、 第 １ の 電 気 絶 縁 体 層 で コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 、 請 求 項  
１ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ の チ ュ ー ブ の 外 面 が 、 第 ２ の 電 気 絶 縁 体 層 で コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 、 請 求 項  
１ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 が 、 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 前 記 第 ２ の チ ュ  
ー ブ の そ れ ぞ れ の た め の 前 記 第 １ の 電 気 絶 縁 体 層 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の 電 気 絶 縁 体 層 を 備  
え る 、 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 が 、 第 １ の リ ン グ 及 び 第 ２ の リ ン グ を 備 え 、  
前 記 第 １ の リ ン グ 及 び 前 記 第 ２ の リ ン グ が 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 前 記 第 ２  
の チ ュ ー ブ の 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 に お い て 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ と 前 記 第 ２ の チ ュ ー  
ブ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ 内 に 配 置 さ れ て 、 受 容 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 の 挿 入 を 制 限 す る  
よ う に 構 成 さ れ た 、 架 台 を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 架 台 が 、 プ ラ グ を 備 え る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 プ ラ グ が 、 内 部 に 第 ２ の 真 空 又 は 絶 縁 材 料 を 封 入 す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 加 熱 装  
置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 プ ラ グ が 、 電 気 絶 縁 体 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ９ 又 は １ ０ 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 架 台 が 、 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ を 通 っ て 空 気 が 流 れ る こ と を 可 能 に す る 形 状 で あ る 、  
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請 求 項 ９ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ユ ー ザ が 吸 入 す る た め の エ ア ロ ゾ ル を 発 生 す る よ う に 構 成 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ  
ス で あ っ て 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 加 熱 装 置 を 備 え る 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生  
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 加 熱 装 置 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の チ ュ ー ブ を 提 供 す る こ と で あ っ て 、 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ が 、 導 電 性 材 料 を 含 み 、  
エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 が 受 容 さ れ 得 る 開 口 部 を 有 す る 、 こ と と 、
　 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ の 外 面 上 に ヒ ー タ を 配 置 す る こ と で あ っ て 、 前 記 ヒ ー タ が 、 熱 伝 導  
に よ っ て 、 前 記 受 容 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 に 熱 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 こ  
と と 、
　 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ 上 に 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 を 配 置 す る こ と と 、
　 前 記 第 ２ の チ ュ ー ブ が 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ か ら 半 径 方 向 外 向 き に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ  
る よ う に 、 前 記 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 上 に 、 導 電 性 材 料 を 含 む 第 ２ の チ ュ  
ー ブ を 配 置 す る こ と と 、
　 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 前 記 第 ２ の チ ュ ー ブ に 前 記 ヒ ー タ を 電 気 的 に 接 続 す る こ と と 、
を 含 む 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス 用 の 加 熱 装 置 、 及 び 加 熱 装 置 を 備 え る エ ア ロ ゾ ル 発  
生 デ バ イ ス に 関 す る 。 本 開 示 は 、 特 に 、 自 己 完 結 型 で あ り 得 る 、 携 帯 可 能 な エ ア ロ ゾ ル 発  
生 デ バ イ ス に 適 用 可 能 で あ る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 真 空 チ ャ ン バ 又 は 絶 縁 体 チ ャ ン バ 内 に 配  
置 さ れ た ヒ ー タ を 有 す る エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 た ば こ を 含 む 固 体 又 は 半 固 体 の エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 を 加 熱 す る が 燃 焼 さ せ な い 電 子 た ば  
こ を 製 造 す る こ と は 、 発 展 途 上 に あ る 関 心 分 野 で あ る 。 こ れ ら の デ バ イ ス は 、 通 常 、 加 熱  
チ ャ ン バ 内 に た ば こ の ロ ッ ド を 受 容 す る 。 ロ ッ ド は 加 熱 さ れ て エ ア ロ ゾ ル を 放 出 し 、 こ れ  
を ユ ー ザ が 吸 入 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の デ バ イ ス に お け る １ つ の 問 題 は 、 加 熱 チ ャ ン  
バ に 熱 を 供 給 す る ヒ ー タ が ま た 、 デ バ イ ス の 残 り の 部 分 も 望 ま し く な い ほ ど 加 熱 し 得 る こ  
と で あ る 。 コ ン パ ク ト な デ バ イ ス で は 、 ユ ー ザ が 保 持 す る デ バ イ ス の 外 面 の 温 度 が 許 容 で  
き な い ほ ど 高 く な る 可 能 性 が あ る た め 、 こ の こ と は 不 利 で あ り 得 る 。 こ れ ら の 影 響 を 軽 減  
す る た め に 、 い く つ か の エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス は 、 外 面 か ら ヒ ー タ を 間 隔 を あ け て 配 置  
し 得 る 真 空 チ ャ ン バ を 備 え て い る 。 こ れ に よ り 、 加 熱 チ ャ ン バ と ユ ー ザ が 保 持 す る 外 面 と  
の 間 に 熱 分 離 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス 内 で は 、 デ バ イ ス の 電 池 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る  
よ う に 、 加 熱 動 作 の 効 率 を 改 善 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の 目 的 の た め に 、 エ ア ロ ゾ ル 基 材  
が 加 熱 さ れ る 空 洞 を 熱 的 に 絶 縁 し 、 そ れ に よ っ て 外 部 環 境 へ の 熱 損 失 を 制 限 す る た め に 、  
エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス 内 に 真 空 絶 縁 体 が 実 装 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 加 熱 効 率 を 更 に 改 善 し 、 望 ま し く な い 熱 損 失 を 低 減 す る こ と で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス 用 の 加 熱 装 置 が 提 供 さ れ 、 加 熱 装 置  
は 、 導 電 性 材 料 を 含 み 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 が 受 容 さ れ 得 る 開 口 部 を 有 す る 、 第 １ の チ ュ  
ー ブ と 、 導 電 性 材 料 を 含 み 、 第 １ の チ ュ ー ブ に 対 し て 半 径 方 向 外 向 き に 配 置 さ れ た 、 第 ２  
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の チ ュ ー ブ と 、 第 １ の チ ュ ー ブ を 第 ２ の チ ュ ー ブ か ら 間 隔 を あ け て 配 置 す る よ う に 配 置 さ  
れ た 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 と 、 第 １ の チ ュ ー ブ の 外 面 上 に 設 け ら れ た ヒ ー  
タ で あ っ て 、 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ ュ ー ブ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 熱 伝 導 に よ っ て 、  
受 容 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 に 熱 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 ヒ ー タ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ ュ ー ブ は 、 ２ つ の チ ュ ー ブ 間 に 絶 縁 又 は  
絶 縁 空 間 を 提 供 し な が ら 、 ヒ ー タ の 電 気 コ ネ ク タ と し て 使 用 さ れ 得 る 。 第 １ の チ ュ ー ブ 及  
び 第 ２ の チ ュ ー ブ は 、 本 質 的 に 二 重 壁 の 絶 縁 体 を 形 成 し 、 こ こ で の 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第  
２ の チ ュ ー ブ は 、 絶 縁 空 間 が 提 供 さ れ る ２ つ の そ れ ぞ れ の 壁 で あ る 。 絶 縁 ／ 絶 縁 空 間 は 、  
加 熱 装 置 に よ っ て 発 生 し た 熱 が 、 加 熱 装 置 内 に 受 容 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 材 を 加 熱 す る  
た め に 効 果 的 に 使 用 さ れ 得 る こ と を 確 実 に す る 。 ２ つ の チ ュ ー ブ 間 の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素  
は 、 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ ュ ー ブ 間 を 電 流 が 直 接 通 過 す る の を 防 止 し 、 ま た 、 第 １  
の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 の 空 間 を 封 入 こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 理 解 さ れ る よ う に 、 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ ュ ー ブ は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う  
金 属 材 料 又 は 他 の 導 電 性 材 料 で 作 製 さ れ る か 、 又 は そ れ を 含 み 得 る 。 同 様 に 、 少 な く と も  
１ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 は 、 第 １ の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 の 電 気 絶 縁 を 確 実  
に す る と と も に 、 ２ つ の チ ュ ー ブ 間 の 空 間 の 完 全 性 を 維 持 す る 材 料 を 含 む 。 有 利 に は 、 本  
加 熱 装 置 に よ り 、 非 常 に 小 さ な 空 間 内 で 電 気 エ ネ ル ギ ー を ヒ ー タ に 供 給 す る た め の 便 利 な  
機 構 を 提 供 し な が ら 、 ２ つ の チ ュ ー ブ 間 の 絶 縁 空 間 内 に ヒ ー タ を 配 置 す る こ と を 可 能 に す  
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 に 真 空 が 封 入 さ れ る か 、 又 は 第 １  
の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 に 絶 縁 材 料 が 設 け ら れ る 。 好 ま し く は 、 ヒ ー タ は 、 真  
空 内 に 設 け ら れ る 。 こ の よ う に し て 、 第 １ の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 の 空 間 （ 又  
は 絶 縁 空 間 ） は 、 第 １ の チ ュ ー ブ 内 の 加 熱 領 域 （ す な わ ち 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 が 受 容 さ  
れ て 加 熱 さ れ る 領 域 ） か ら の 熱 伝 達 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。 第 １ の チ ュ ー ブ と  
第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 に 設 け ら れ 得 る 絶 縁 材 料 の 例 と し て は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い が 、  
空 気 、 エ ア ロ ゲ ル 材 料 、 粉 末 又 は 繊 維 状 の 絶 縁 材 料 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 第 １ の チ ュ ー ブ  
と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 に 絶 縁 材 料 が 設 け ら れ る 場 合 、 第 １ の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ  
と の 間 の 空 間 は 必 ず し も 封 入 さ れ な く て も よ い こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 例 え ば 、 少  
な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 は 、 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 を 通 っ て （  
す な わ ち 、 第 １ の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 の 絶 縁 空 間 の 内 外 に ） 空 気 が 流 れ る こ  
と を 可 能 に す る １ つ 以 上 の 穴 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 の 設 計 も ま た 、 当 業 者 に は 容 易 に 明 ら か で あ ろ う  
。 例 え ば 、 単 一 の 絶 縁 体 構 成 要 素 は 、 長 さ の 各 端 部 に お い て リ ン グ 状 部 分 を 有 す る 材 料 の  
長 さ を 含 ん で も よ く 、 各 リ ン グ 状 部 分 は 、 ２ つ の チ ュ ー ブ の そ れ ぞ れ の 端 部 に お い て 、 第  
１ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ ュ ー ブ を 間 隔 を あ け て 配 置 さ せ 、 材 料 の 長 さ は 、 第 ２ の チ ュ ー  
ブ の 外 側 の 周 り を 通 過 す る 。 或 い は 、 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 は 、 各 々 が 第 １ の チ ュ ー ブ と 第  
２ の チ ュ ー ブ と の 間 の 隙 間 に 差 し 込 ま れ る 、 ２ つ の 別 個 の リ ン グ 状 部 分 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 ヒ ー タ は 、 第 １ の チ ュ ー ブ 上 に 印 刷 又 は コ ー テ ィ ン グ さ れ た 電 気 抵 抗 性 ト  
ラ ッ ク を 備 え る 。 こ の よ う に し て 、 ヒ ー タ は 、 熱 伝 導 に よ っ て 、 第 １ の チ ュ ー ブ 内 に 受 容  
さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 材 に 熱 を 効 果 的 に 伝 達 す る こ と が で き る 。 印 刷 又 は コ ー テ ィ ン グ  
さ れ た ヒ ー タ は ま た 、 第 １ の チ ュ ー ブ と の 信 頼 性 の 高 い 電 気 接 触 を 確 実 に す る こ と が で き  
る 。 そ の う え 、 製 造 の 容 易 性 が 更 に 改 善 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ ュ ー ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 ヒ ー タ に 電 力 を 供 給 す  
る こ と が で き る 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 有 利 に は 、 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ ュ ー  
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ブ を 電 源 へ の 電 気 コ ネ ク タ と し て 使 用 す る こ と に よ り 、 製 造 の 容 易 性 を 改 善 し 、 ヒ ー タ と  
電 源 と の 間 に 信 頼 性 の 高 い 電 気 接 続 を 形 成 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ の チ ュ ー ブ の 内 面 は 、 第 １ の 電 気 絶 縁 体 層 で コ ー テ ィ ン グ さ れ る 。 好  
ま し く は 、 第 ２ の チ ュ ー ブ の 外 面 は 、 第 ２ の 電 気 絶 縁 体 層 で コ ー テ ィ ン グ さ れ る 。 第 １ の  
チ ュ ー ブ 及 び ／ 又 は 第 ２ の チ ュ ー ブ 内 又 は 周 囲 に 電 気 絶 縁 体 層 を 設 け る こ と に よ り 、 加 熱  
装 置 の 電 気 的 安 全 性 を 改 善 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 は 、 そ れ ぞ れ の 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び  
／ 又 は 第 ２ の チ ュ ー ブ の た め の 第 １ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 電 気 絶 縁 体 層 を 備 え る 。 こ の よ う に  
し て 、 電 気 絶 縁 体 層 は 、 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 と 一 体 化 さ れ て 、 製 造 を 簡 略 化 す る と と も に  
、 あ る 程 度 の 電 気 的 安 全 性 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 は 、 第 １ の リ ン グ 及 び 第 ２ の リ ン グ  
を 備 え 、 第 １ の リ ン グ 及 び 第 ２ の リ ン グ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ ュ ー  
ブ の 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 に お い て 、 第 １ の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 に 配 置  
さ れ る 。 例 え ば 、 第 １ の リ ン グ 及 び 第 ２ の リ ン グ は 、 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ ュ ー ブ  
の 端 部 間 に 配 置 さ れ て 、 ２ つ の チ ュ ー ブ 間 の 空 間 に 真 空 を 封 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 加 熱 装 置 は 、 第 １ の チ ュ ー ブ 内 に 配 置 さ れ て 、 受 容 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 形 成  
基 材 の 挿 入 を 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 架 台 を 更 に 備 え る 。 好 ま し く は 、 架 台 は 、 プ ラ  
グ を 備 え る 。 更 に 好 ま し く は 、 プ ラ グ は 、 内 部 に 第 ２ の 真 空 又 は 絶 縁 材 料 を 封 入 す る 。 プ  
ラ グ 内 に 設 け ら れ 得 る 絶 縁 材 料 の 例 と し て は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い が 、 空 気 、 エ ア ロ ゲ  
ル 材 料 、 粉 末 又 は 繊 維 状 の 絶 縁 材 料 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 プ ラ グ 内 に 第 ２ の 真 空 又 は 絶 縁 材 料 を 設 け る こ と に よ り 、 プ ラ グ の 断 熱 を 改 善 し 、 そ の  
結 果 、 プ ラ グ 片 を 通 じ て 失 わ れ る 熱 が 少 な く な り 、 発 生 し た 熱 が 第 １ の チ ュ ー ブ 内 の エ ア  
ロ ゾ ル 発 生 基 材 に よ り 多 く 伝 達 さ れ る 。 好 ま し く は 、 プ ラ グ は 、 電 気 絶 縁 体 材 料 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 架 台 は 、 第 １ の チ ュ ー ブ を 通 っ て 空 気 が 流 れ る こ と を 可 能 に す る 形 状 で あ  
る 。 こ の よ う に し て 、 空 気 の 通 路 が 架 台 及 び 第 １ の チ ュ ー ブ を 通 っ て 流 れ て 、 発 生 し た エ  
ア ロ ゾ ル を ユ ー ザ に 運 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 ユ ー ザ が 吸 入 す る た め の エ ア ロ ゾ ル を 発 生 す る よ う に 構 成  
さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス が 提 供 さ れ 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス は 、 本 発 明 の 第 １ の  
態 様 に よ る 加 熱 装 置 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ る 加 熱 装 置 を 製 造 す る 方 法 が 提 供  
さ れ 、 方 法 は 、 第 １ の チ ュ ー ブ を 提 供 す る こ と で あ っ て 、 第 １ の チ ュ ー ブ が 、 導 電 性 材 料  
を 含 み 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 が 受 容 さ れ 得 る 開 口 部 を 有 す る 、 こ と と 、 第 １ の チ ュ ー ブ の  
外 面 上 に ヒ ー タ を 配 置 す る こ と で あ っ て 、 ヒ ー タ が 、 熱 伝 導 に よ っ て 、 受 容 さ れ た エ ア ロ  
ゾ ル 形 成 基 材 に 熱 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 こ と と 、 第 １ の チ ュ ー ブ 上 に 少 な く  
と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 を 配 置 す る こ と と 、 第 ２ の チ ュ ー ブ が 第 １ の チ ュ ー ブ か ら  
半 径 方 向 外 向 き に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ る よ う に 、 少 な く と も １ つ の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素  
上 に 、 導 電 性 材 料 を 含 む 第 ２ の チ ュ ー ブ を 配 置 す る こ と と 、 第 １ の チ ュ ー ブ 及 び 第 ２ の チ  
ュ ー ブ に ヒ ー タ を 電 気 的 に 接 続 す る こ と と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 方 法 は 、 第 １ の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 に 封 入 さ れ る 真 空 を 提 供  
す る こ と を 更 に 含 み 、 ヒ ー タ は 、 真 空 内 に 設 け ら れ る 。 或 い は 、 方 法 は 、 第 １ の チ ュ ー ブ  
と 第 ２ の チ ュ ー ブ と の 間 に 絶 縁 材 料 を 設 け る こ と を 更 に 含 む 。 第 １ の チ ュ ー ブ と 第 ２ の チ  
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ュ ー ブ と の 間 に 設 け ら れ 得 る 絶 縁 材 料 の 例 と し て は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い が 、 空 気 、 エ  
ア ロ ゲ ル 材 料 、 粉 末 又 は 繊 維 状 の 絶 縁 材 料 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 例 と し て 説 明 し て い く 。 図 面 は 以 下 の と お  
り で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 加 熱 装 置 を 備 え る エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス の 透 視 図 で  
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 加 熱 装 置 の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 加 熱 装 置 の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 明 細 書 で 説 明 す る よ う に 、 蒸 気 は 、 臨 界 温 度 よ り も 低 い 温 度 で 気 相 で あ る 基 材 を 指 す  
と 一 般 に 理 解 さ れ て お り 、 こ れ は 、 温 度 を 低 下 さ せ ず に 圧 力 を 高 め る こ と に よ り 、 蒸 気 を  
液 体 に 凝 縮 さ せ 得 る こ と を 意 味 し 、 一 方 、 エ ア ロ ゾ ル は 、 空 気 又 は 別 の 気 体 中 に 微 細 な 固  
体 粒 子 又 は 液 滴 が 浮 遊 し て い る も の で あ る 。 し か し な が ら 、 本 明 細 書 で は 、 特 に 、 ユ ー ザ  
の 吸 入 の た め に 発 生 さ せ る 吸 入 可 能 媒 体 の 形 態 に 関 し て は 、 用 語 の 「 エ ア ロ ゾ ル 」 と 「 蒸  
気 」 が 区 別 な く 使 用 さ れ 得 る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス ２ を 示 し て い る 。 エ ア ロ ゾ ル  
発 生 デ バ イ ス ２ は 、 例 示 的 な 内 部 の 構 成 要 素 が 見 え る 状 態 で 、 組 み 立 て ら れ た 構 成 で 図 示  
さ れ て い る 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス ２ は 、 た ば こ 蒸 気 デ バ イ ス と も 呼 ば れ る こ と が あ る  
加 熱 非 燃 焼 式 デ バ イ ス で あ り 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 材 料 、 例 え ば 、 た ば こ の ロ ッ ド な ど の エ ア  
ロ ゾ ル 基 材 を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 装 置 ４ を 備 え て い る 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ  
ス ２ は 、 電 池 な ど の 電 源 と 、 電 源 か ら 加 熱 装 置 ４ へ の 電 力 の 供 給 を 制 御 す る た め の 制 御 回  
路 と 、 を 備 え 得 る 。 加 熱 装 置 ４ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 材 料 の ロ ッ ド を 燃 焼 さ せ る の で は な く  
、 加 熱 し て 、 ユ ー ザ が 吸 入 す る た め の 蒸 気 又 は エ ア ロ ゾ ル を 発 生 す る よ う 動 作 可 能 で あ る  
。 無 論 、 当 業 者 は 、 図 １ に 示 す エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス ２ が 本 発 明 に よ る 単 な る 例 示 的 な  
エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス で あ る こ と を 正 し く 理 解 す る で あ ろ う 。 他 の 種 類 及 び 構 成 の た ば  
こ 蒸 気 製 品 、 気 化 器 、 又 は 電 子 た ば こ も ま た 、 本 発 明 に よ る エ ア ロ ゾ ル 発 生 デ バ イ ス と し  
て 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し た 以 下 の 特 定 の 例 は 、 加 熱 装 置 の 内 側 チ ュ ー ブ と 外 側 チ ュ ー ブ と  
の 間 に 真 空 が 封 入 さ れ た 状 態 で 説 明 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 真 空 は 、 空 気 、 エ ア ロ ゲ  
ル 材 料 、 加 熱 装 置 の 内 側 チ ュ ー ブ と 外 側 チ ュ ー ブ と の 間 に 設 け ら れ 得 る 粉 末 又 は 繊 維 状 の  
絶 縁 材 料 な ど の 、 他 の 絶 縁 媒 体 ／ 材 料 に 置 き 換 え ら れ 得 る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 （ 真 空 が  
絶 縁 材 料 に 置 き 換 え ら れ て い る ） そ の よ う な 例 で は 、 内 側 チ ュ ー ブ と 外 側 チ ュ ー ブ と の 間  
の 空 間 は 封 入 さ れ な く て も よ く 、 空 間 で の 空 気 流 の 出 入 り を 可 能 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 真 空 １ ６ が 封 入 さ れ て い る 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ 及 び 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ を 有 す る 加  
熱 装 置 １ ０ の 概 略 図 を 示 し て い る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 「 真 空 」 と い う 用 語 が 、 自 由 物 質 、  
特 に 空 気 の 除 去 に よ り 圧 力 が 大 気 圧 よ り も か な り 低 く な っ た 空 間 を 指 す こ と を 理 解 す る で  
あ ろ う 。 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ と 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ と の 間 に 形 成 さ れ た 真 空 の 品 質 は 、 低 真 空  
、 中 真 空 、 又 は 高 真 空 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ は 、 同 心 円 筒 と し て 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ の 内 面 内 に 半 径 方 向 に 配 置 さ れ  
、 そ の 結 果 、 上 方 又 は 下 方 か ら 、 す な わ ち 内 側 チ ュ ー ブ 及 び 外 側 チ ュ ー ブ の 長 手 方 向 軸 に  
対 し て 平 行 に 見 た 場 合 、 チ ュ ー ブ が 同 心 円 （ 図 示 せ ず ） と し て 示 さ れ る こ と に な る 。 代 替  
例 で は 、 内 側 チ ュ ー ブ 及 び ／ 又 は 外 側 チ ュ ー ブ は 、 正 方 形 又 は 多 角 形 な ど の 、 他 の タ イ プ  
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の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ つ 以 上 の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 １ ８ は 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ と 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ と を 結 合  
す る た め に 、 内 側 チ ュ ー ブ 及 び 外 側 チ ュ ー ブ の 各 端 部 に お い て 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ の 外 面  
と 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ の 内 面 と の 間 に 設 け ら れ る 。 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 １ ８ は 、 内 側 チ ュ ー  
ブ と 外 側 チ ュ ー ブ の 間 の 空 間 へ の 押 し 嵌 め プ ラ グ で あ っ て も よ く 、 内 側 チ ュ ー ブ 及 び 外 側  
チ ュ ー ブ の 長 さ 方 向 に 所 定 の 深 さ ま で 延 び る 。 １ つ 以 上 の 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 １ ８ は 、 内  
側 チ ュ ー ブ 及 び 外 側 チ ュ ー ブ に 接 合 さ れ 得 る 、 電 気 絶 縁 体 材 料 と し て の ガ ラ ス を 含 み 得 る  
。 以 下 に 更 に 説 明 す る よ う に 、 内 側 チ ュ ー ブ 及 び 外 側 チ ュ ー ブ は 、 金 属 材 料 を 含 み 得 る 。  
別 の 例 で は 、 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 １ ８ は 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ （ ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン ） な ど  
の 耐 熱 性 プ ラ ス チ ッ ク を 含 み 得 る 。 電 気 絶 縁 体 構 成 要 素 １ ８ は 、 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ に 対 す  
る 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ の 位 置 を 固 定 し 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ と 、 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ 及 び 電 気 絶  
縁 体 構 成 要 素 １ ８ と の 間 に 封 入 さ れ た 真 空 １ ６ を 維 持 す る こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ は 、 中 空 で あ り 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 消 耗 品 又 は 基 材 （ 図 示 せ ず ） が 内 側  
チ ュ ー ブ １ ２ 内 に 受 容 さ れ 得 る 開 口 部 ２ ０ を 画 定 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２  
は 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ の 内 面 に よ っ て 支 持 さ れ る 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 材 が 通 過 し 得 る ト ン  
ネ ル を 提 供 す る 。 開 口 部 ２ ０ は 、 構 成 さ れ た 形 態 で の 加 熱 装 置 １ ０ に 消 耗 品 を 挿 入 す る た  
め の ア ク セ ス ポ イ ン ト と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ヒ ー タ ２ ２ は 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ の 外 面 上 に 設 け ら れ る 。 ヒ ー タ ２ ２ は 、 内 側 チ ュ ー ブ  
１ ２ 上 に 印 刷 又 は コ ー テ ィ ン グ さ れ 得 る 電 気 抵 抗 性 ト ラ ッ ク で あ る 。 或 い は 、 ヒ ー タ ２ ２  
は 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ 上 に 積 層 さ れ 得 る 。 第 １ の 電 気 接 続 部 ２ ４ は 、 ヒ ー タ ２ ２ を 内 側 チ  
ュ ー ブ １ ２ と 接 続 し 、 第 ２ の 電 気 接 続 部 ２ ６ は 、 ヒ ー タ ２ ２ を 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ の 内 面 と  
接 続 し 、 そ の 結 果 、 内 側 チ ュ ー ブ 及 び 外 側 チ ュ ー ブ が Ｐ Ｃ Ｂ Ａ ２ ８ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る  
と 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ 、 第 １ の 電 気 接 続 部 ２ ４ 、 ヒ ー タ ２ ２ 、 第 ２ の 電 気 接 続 部 ２ ６ 、 及  
び 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ は 、 電 源 又 は プ リ ン ト 回 路 基 板 ア セ ン ブ リ （ Ｐ Ｃ Ｂ Ａ ） ２ ８ と の 電 気  
回 路 を 形 成 す る 。 こ の 構 造 は 、 有 利 に は 、 電 気 接 続 が 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ 及 び 外 側 チ ュ ー ブ  
１ ４ を 介 し て 容 易 に 提 供 さ れ 得 、 こ れ に よ り 、 ヒ ー タ か ら 熱 を 伝 導 し 、 真 空 １ ６ の 完 全 性  
に 影 響 を 及 ぼ し 得 る 配 線 の 必 要 性 を 除 去 す る た め 、 ユ ニ ッ ト の 製 造 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 当 業 者 に は 明 ら か な よ う に 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ 及 び 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ を Ｐ Ｃ Ｂ Ａ ２ ８ 又  
は 電 源 に 接 続 す る た め に 、 更 な る 電 気 接 続 部 ３ ０ が 含 ま れ る 。 理 解 さ れ る よ う に 、 内 側 チ  
ュ ー ブ １ ２ 及 び 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ は 、 各 々 、 ヒ ー タ ２ ２ と の 間 で 電 流 を 通 過 さ せ る た め に  
、 導 電 性 材 料 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 な ど の 金 属 材 料 で 作 製 さ れ る か 、 又 は 少 な く と も そ れ  
を 含 む 。 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ の 内 面 及 び ／ 又 は 外 側 チ ュ ー ブ １ ４ の 外 面 は 、 安 全 の た め に 電  
気 絶 縁 体 層 （ 図 示 せ ず ） で コ ー テ ィ ン グ さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 加 熱 装 置 １ ０ は 、 開 口 部 ２ ０ か ら 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ の 反 対 側 の 端 部 に 向 か っ て 内 側 チ ュ  
ー ブ １ ２ 内 に 配 置 さ れ た プ ラ グ ３ ２ を 更 に 含 む 。 プ ラ グ ３ ２ は 、 挿 入 さ れ た 消 耗 品 が 当 接  
し 得 る 表 面 を 提 供 し 、 そ れ に よ っ て 、 消 耗 品 の 挿 入 の 深 さ を 制 限 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 プ  
ラ グ ３ ２ は 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ に お け る 消 耗 品 の 空 洞 の 長 さ を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 プ ラ グ ３ ２ は 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ 材 料 （ ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン ） 、 又 は Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ 及 び エ ア  
ロ ゲ ル 材 料 な ど の 絶 縁 材 料 を 含 み 、 こ れ に よ り 、 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ 及 び ／ 又 は 受 容 さ れ た  
消 耗 品 か ら の 熱 損 失 が プ ラ グ ３ ２ を 介 し て 失 わ れ な い よ う に 、 プ ラ グ ３ ２ を 通 じ た 熱 伝 導  
を 防 止 す る 。 絶 縁 材 料 は 、 エ ア ロ ゲ ル 又 は ス ー パ ー ウ ー ル シ ー ト を 含 み 得 る か 、 又 は 断 熱  
コ ー テ ィ ン グ で あ り 得 る 。 プ ラ グ ３ ２ は ま た 、 電 気 絶 縁 体 と し て 機 能 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 プ ラ グ ３ ２ は ま た 、 空 気 が 内 側 チ ュ ー ブ １ ２ を 通 っ て 流 れ 、 且 つ ユ ー ザ が 吸 入 す る 際 に  
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挿 入 さ れ た 消 耗 品 か ら 発 生 し た エ ア ロ ゾ ル を ユ ー ザ に 運 ぶ こ と を 可 能 に す る 、 １ つ 以 上 の  
開 口 部 又 は 穴 （ 図 示 せ ず ） を 備 え 得 る 。 例 え ば 、 プ ラ グ ３ ２ は 、 リ ン グ 状 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る 加 熱 装 置 ４ ０ の 断 面 概 略 図 は 、 図 ３ の 加 熱 装 置 ３ ０ に お け る プ ラ グ ４ ２  
が 電 気 エ ネ ル ギ ー を 伝 導 し な い 真 空 構 成 要 素 で あ る こ と を 除 い て 、 図 ２ の 加 熱 装 置 １ ０ と  
ほ ぼ 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 プ ラ グ ４ ２ は 、 中 空 で あ る 。 プ ラ グ ４ ２ は 、 中 空 内 部 に 真 空 ４  
４ を 封 入 す る 外 側 ケ ー シ ン グ ４ ６ を 備 え る 。 外 側 ケ ー シ ン グ ４ ６ は 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ な ど の 絶 縁  
材 料 で 作 製 さ れ 得 、 又 は 電 気 的 及 び 熱 的 絶 縁 を 提 供 す る た め に コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る ス  
テ ン レ ス 鋼 な ど の 金 属 材 料 で 作 製 さ れ 得 る 。 プ ラ グ ４ ２ は 、 た ば こ の ロ ッ ド の 挿 入 の 深 さ  
を 制 限 す る こ と が で き 、 加 熱 チ ャ ン バ の 下 側 端 部 か ら 熱 が 逃 げ る の を 最 小 化 す る こ と が で  
き る 。 プ ラ グ ４ ２ 内 に 真 空 ４ ４ を 使 用 す る こ と に よ り 、 プ ラ グ の 断 熱 効 果 を 更 に 高 め る こ  
と が で き 、 こ れ は 、 発 生 し た 熱 の よ り 多 く を エ ア ロ ゾ ル を 発 生 さ せ る の に 使 用 で き る た め  
、 装 置 の 効 率 を 有 利 に 改 善 す る こ と を 意 味 す る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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